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石造物の再調査 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

筏場新田 古道の馬頭観音 

 

２回⽬の調査では、前回発⾒できなかった⽯造物を再調査した。結果として全 28 基 
中 26 基を発⾒できた。約 30 年前に発⾏された書籍に記載された⽯造物の殆ど、賽 
の神に⾄っては全てが現存しているという事実は、この場所にとって、賽の神は⼟地 
の要に座すべきものであるということだろう。 
 
 

 
 
 
 

場所：06. 筏場新田（国士峠越え古道）道標・馬頭観音 09. 筏
場中野道上 庚申塔 20. 姫の湯 下 新田開発記念碑 22. 戸倉野 

旧道梅原進氏宅前 供養塔 26.弘次氏宅裏 宝篋印塔 
※「神社寺院誌 宗教石仏編」に記載の石造物  

レポート：荒木佑介・伊藤允彦 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

地蔵ヶ平の祠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筏場の祠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

微細な地形の起伏があるため、水道が複雑に交差している 

 

梅⾬の時期、降⾬が続いた後に訪れたため、⾄ところから⽔の⾳が聞こえる。⽔の 
流れは X 軸⽅向にも Z 軸⽅向にも複雑に積層しており、⽔の網⽬の切れ⽬を歩いて 
いる様な感覚を覚えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

                                                                    建物と道も微細な地形に添い複雑に交差している 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾼低差のある⽔路 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴僧坊集会所内の石造物 

 

また、貴僧坊集会所内に祀られている⻘⾯⾦剛像、地蔵菩薩像、愛宕⼤権現象も拝⾒ 
させていただいた。その後調査した原保地区もそうだが、その場所に居られなくなっ 
た⽯造物は地域の別の場所に集積されている。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
賽の神と同居する消火栓 

 
ここに賽の神があるかもしれないと思った箇所に、消⽕栓があることが何度もあった。 
集落の境界である、⽔道が付近にある、守るすべき要所がある。よく考えてみれば、 
この２つは⽴地させる動機が近い。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
            

境界にある墓地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




